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１．背景・社会的要請
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平成27年9月関東・東北豪雨により、鬼怒川の下流部では堤防が決壊するなど、氾濫流による家屋の倒壊
・流失や広範囲かつ長期的な浸水が発生した。また、これらに住民の避難の遅れも加わり、近年の水害では
類を見ないほどの多数の孤立者が発生した。

国土交通省では、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」として、全ての直轄河川とその氾濫により浸
水のおそれのある市町村（109水系、730市町村）において、水防災意識社会を再構築する協議会を新たに設
置して減災のための目標を共有し、令和2年度を目途にハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進するこ
ととした。

小瀬川水系直轄区間では、この方針を踏まえ、地域住民の安全・安心を担う沿川の2市1町（大竹市、岩国
市、和木町）、広島県、山口県、広島地方気象台、下関地方気象台、中国地方整備局で構成される「小瀬川
水系大規模氾濫時の減災対策協議会（以下「減災対策協議会」という。）」を平成28年5月に設立した。

減災対策協議会では、平成28年9月に、「円滑かつ迅速な避難」、「的確な水防活動」、「長期化する浸
水を早期に解消するための排水対策」等の「小瀬川流域の減災に係る取組方針」をとりまとめた。また、取
組方針のひとつとして「多様な防災活動を含むタイムラインの作成（河川管理者、沿川自治体、住民、交通
サービス、道路管理者等と連携したタイムライン策定等）」を提示している。

■平成27年9月

■平成27年11月

■平成28年5月

■平成28年9月



参考 水防災意識社会再構築ビジョンの概要
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２．減災のための目標と取組方針
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小瀬川水系河川整備計画に位置付けられる事業の早期完成に向け事業推
進を図りつつ、大規模水害に対し、氾濫特性を踏まえたハード・ソフト対
策を推進し、「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を目指す。

●減災対策協議会における５年間で達成すべき目標

※大規模水害：想定最大規模降雨における洪水氾濫による被害
※逃げ遅れ：立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態
※社会経済被害の最小化：大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

１．迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
２．氾濫特性に応じた効果的な水防活動
３．浸水を一日も早く解消するための対策
４．弥栄ダムの効果的・効率的な運用

■上記達成に向けた４本柱の取組

「多様な防災活動を含むタイムライン（河川管理者、沿川自治体、住民、
交通サービス、道路管理者等と連携したタイムライン）」を検討

ソフト対策の一つとして・・・



参考 概ね5年で実施する取組（1/4）
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参考 概ね5年で実施する取組（2/4）
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参考 概ね5年で実施する取組（3/4）
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参考 概ね5年で実施する取組（4/4）
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３．タイムライン（防災行動計画）の概要
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タイムラインとは、災害の発生を前提に、防災に係わる関係機関が連携して
災害時に発生する状況をあらかじめ共有した上で、「いつ」 「誰が」 「何をする
か」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画をいう。

タイムライン(防災行動計画)を構成する３つの要素

「いつ」 災害の発生時点から遡り、防災行動を行うタイミング

「誰が」 防災行動の実施主体

「何をするか」 事前に行う防災行動内容（あらかじめ調整し決める）

【タイムラインの効果】

• 災害対応の抜け、漏れ、落ちがなくなる。
• 「先を見越した早め早めの対応」が可能となり減災が実現できる。
• 関係機関の「相互の役割分担」が明確になる。
• 関係機関との協働作業で「顔の見える関係」を構築できる。
• 関係機関の「対応のバラツキ」が改善される。



４．今後のスケジュール
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2020年出水期～ 実際の台風にあわせてタイムラインを運用 ⇒ 実施状況を検証しフォローアップ

2020年 3月中旬
小瀬川水防災タイムライン検討会 完成式

・「座長選任」
・「各機関の行動項目の整理」に関する検討

2019年12月中旬
小瀬川水防災タイムライン検討会

・「小瀬川水防災タイムライン素案」に基づく、役割分担や調整事項の確認
⇒連携機関全体での合意形成

・「小瀬川水防災タイムライン案」に基づき、図上訓練を実施し、関係機関
の行動項目・連携のタイミング等を検証、課題の共有

・訓練結果をフィードバックした「小瀬川水防災タイムライン」の提示・承認

2019年11月中旬
小瀬川水防災タイムライン発足式、検討会

2019年 10月初旬
タイムライン検討会発足に向けた勉強会

・「小瀬川の水害特性の把握」、「タイムラインの概要」、「今後の進め方」に
関する説明

2020年 1月下旬
小瀬川水防災タイムライン検討会

関係機関ヒア（連携項目、重要行動項目等の確認）

タイムライン完成に向けた関係機関との最終調整

≪会議の流れ≫ ≪主な検討内容≫


